
パンタナール通信
南北米福地開発協会 会報 ２０１３年５月１日 １１６号

世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パンタナールを象徴する花 （飯野記）
パンタナールには、年に何回か咲く花がある。また、次々と咲くのでズーと咲いているように思わ

れる花もある。写真の花の名前は、現地の人も知らない。それでいてこの花程ありふれて湿地帯なら

必ず見られるパンタナールを象徴する花は、同じような環境下で育つホテイアオイの花と双璧である。

パラグアイ河の岸辺や支流の湿地帯に群生して育っている。
雨期に涸れていた地に水が入ると、土の中に眠っていた根から芽を出し、茎が伸び、１mから２mく

らいまで育ち、根で繁殖して次々に広がって、やがて花が咲き、それは見事にあたり一面が朝顔のよ

うな淡いピンク色の花で埋められていく。

青い空に風に揺れる様は清々しく、思わず惹きつけられてカメラが向けられる。パンタナール観光

で訪れる人々の心をどれほどウキウキさせることだろう。当初、レダでも余りの繁殖力と生命力の

強さに、何の為にこの花の木はこんなに沢山群生するのだろうと不思議に思っていた。

牛が食べると毒性があって酔っ払うということも聞いたが、結構草の少ない時などは、牛も食べ

ているし、必ずしも酔っ払っていない。

しかし、牛は人為的に人が連れてきた動物だ。自然の中に何か他に必要性があって存在している

に違いない。

そう思っていたが、パクーの養殖を始めたことで、その疑問が解決した。草食性のパクーが好ん

でこの葉も茎も食べるのだ。天然の餌である。ミツバチや蜂鳥も喜んで花の蜜を吸っている。
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一
月
二
十
二
日
に
孵
化
し
た
パ
ク
の
稚
魚
が
、
ど

ん
ど
ん
成
長
し
て
い
ま
す
。

三
月
二
十
二
日
、
二
カ
月
経
っ
て
、
警
察
署
の
前

の
池
か
ら
網
で
掬
っ
て
大
き
さ
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
て
、
一
～
二
㎜
だ
っ

た
ボ
ウ
フ
ラ
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
が
、
既
に
三
～
五

㎝
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
左
）

イ
タ
イ
プ
ー
ダ
ム
の
メ
ー
タ
養
殖
場
で
は
、
五
㎝

の
稚
魚
を
川
に
放
流
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

レ
ダ
で
も
放
流
プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。

四
月
中
旬
に
入
っ
て
同
じ
池
の
稚
魚
を
再
度
調
べ

る
と
更
に
成
長
し
、
五
～
一
〇
㎝
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
隣
の
池
に
は
、
更
に
数
万
匹
の
稚
魚
が
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
よ
う
な
状
態
で
い
る
た
め
、
二
月
か
ら
稚
魚
用

に
準
備
し
て
き
た
第
二
農
場
奥
の
広
い
池
に
も
、
分

け
て
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
鮮
な
川
の
水
を
絶
え
ず
送
り
な
が
ら
、

酸
素
を
十
分
補
う
よ
う
に
、
シ
ャ
ワ
ー
状
に
し
た

ホ
ー
ス
口
か
ら
池
に
水
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

写
真
右
は
、
川
の
水
を
ポ
ン
プ
で
送
る
ホ
ー
ス

取
付
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

放
流
予
定
が
四
月
二
六
日
に
予
定
し
ま
し
た
が
、

放
流
の
式
典
に
参
加
す
る
ゲ
ス
ト
の
の
都
合
で
、

五
月
三
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
で
は
、
パ
ク
稚
魚
の
放

流
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
大
変
注
目
さ
れ
て

来
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
乱
獲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
魚
な
ど
、
自
然
保
護
、
環
境
保
護
の
意
識
と
自

覚
が
国
民
的
に
高
ま
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

現
在
、
環
境
省
副
大
臣
、
農
牧
省
副
大
臣
、
国
連

パ
ラ
グ
ア
イ
支
所
代
表
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
水
産

科
が
あ
る
学
部
長
及
び
マ
グ
ノ
教
授
な
ど
、
ま
た
Ａ

Ｂ
Ｃ
新
聞
社
、
ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
知
事
や
オ
リ

ン
ポ
市
長
、
近
隣
の
村
の
責
任
者
な
ど
を
招
待
し
て

い
ま
す
。

日
本
か
ら
は
、
柴
沼
氏
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
松
田

氏
が
式
典
に
参
加
予
定
で
す
。

放
流
と
共
に
、
オ
リ
ン
ポ
市
に
は
、
地
域
振
興
の

た
め
、
千
匹
の
稚
魚
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
文
責：

飯
野
）

放
流
の
場
所
と
し
て
、
岬
の
支
流
に
入
る
す
ぐ
左

側
に
放
流
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

写
真
左
は
そ
の
作
業
を
す
る
労
働
者
達
。



参加者の感想
『レダで具体的に環境保全の活動が実り、素晴らしい実績が

皆様の苦労と真心により立てられている事に感銘を受けま

した。私も協力を惜しまず、また活動すべきだと思いまし

た。また、高津理事長から樹木説明を受け、大学生の頃

に学んだことが蘇りました。』

『私は2007年に南北米福地開発協会に加入、青年ボラ

ンティアへ参加しました。現地では2週間程、滞在し、さ

まざまな地域での活動で色々、勉強させていただきました。

それから、6年間、毎月送られてくるパンタナール通信を見て、

遠いレダの地で今も開発に励んでいる方々の記事を見て、勇気

と元気を頂いております。現在の状況を知りたくて参加した今回の

セミナーでは、具体的な活動内容と飯野先生の生の声を聞けてとても勉強になりましたし、

改めて興味を持ちました。』

『セミナーの参加は2回目です。今回の埼玉の施設はとても快適で学習しやすいよい環境だ

ったと思います。スタッフの皆様に深く感謝いたします。 今回も近くに公園があり、日本の
原風景の森林を説明する実物の木があり、ラッキーだと思いました。防災に役立ち、管理に

手があまりかからないという日本本来の植物相の話に興味が引かれました。最近、地震が多

発する折、防災林を造る運動を通し、地域に貢献できる活動をしていきたいと思いました。』

第19回ピースライフセミナー報告
4月13，4日 埼玉県県民活動総合センター

高津地球の緑を守る会理事長を迎え環境講座

熱心に飯野副会長のレダ報告を聞く植樹の重要性を話をする高津理事長

第19回セミナー参加者
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発
協
会

会
員
の
募
集
中

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動

を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、
そ
の

地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

第１３回国際協力青年奉仕隊隊員募集

第１３回国際青年奉仕隊募集要綱
●期 間：２０１３年８月２６日（月）～９月１１日（水）

８／２４、５日：オリエンテーション・研修を行います。 ８／２６（月）成田発

後日、参加決定者にスケジュールの詳細を通達。

●活動場所：パンタナール地域：トロパンパ村、レダ基地、エステ市近郊

活動内容：トロパンパ村植樹と学校修復そしてエステ市近郊植樹キャンペーン（市と教育庁と共催）

生徒代表等と植樹活動及び文化交流、

レダにて奉仕活動、自然探訪、学習会、乗馬、釣り体験、世界遺産訪問

●参加資格：１８歳以上２５歳まで（健康に自信のある男女）

●参加条件 ①小論文（４00字以内）提出

テーマ：「参加の動機及び将来の夢」 提出期限：６月２０日

提出先：南北米福地開発協会（ＦＡＸ・Ｅｍａｉｌも可）

②小論文に各紹介者の推薦文を添付すること（希望者は事務局に用紙を要請してください）

● 合格発表：６月２５日 直接該当者に連絡致します。

● 募集人数：１２名 ●参加費用：１５万円（ボランティア現地の支援）

成田―アスンシオン往復航空チケット代、海外保険代金、滞在費等、は主催者負担。

（小遣い、家から成田までの往復費用などは個人負担）

●申し込み及び問い合わせ先：南北米福地開発協会事務局 担当：柴沼

ＴＥＬ：0４４－８２９－２８２１ ＦＡＸ：０４４－８２９－２８２０ Email：office@asd-nsa.jp


